
平成年月日 木曜日 (第号付録) 月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

一
六
七

工
事
担
任
者
試
験
の
実
施
に

関
す
る
事
務
を
行
う
事
務
所

の
名
称
の
変
更
に
関
す
る
件

二
七

二

〇
総

務

省
、
法
務
省
、

経
済
産
業
省

三

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に

関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
項

に
規
定
す
る
特
定
認
証
業
務

の
廃
止
に
関
す
る
件

九

三

〇
総

務

省
、
農
林
水
産
省
、

国
土
交
通
省

一

離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に

お
い
て
産
業
投
資
促
進
計
画

が
策
定
さ
れ
た
地
区
を
指
定

す
る
件

二
七

二

〇
総
務
省
、
国
土
交
通
省

一

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及

び
再
生
の
促
進
に
関
す
る
基

本
方
針
を
変
更
し
た
件

一
九
88

一

〇
中
央
選
挙
管
理
会

二

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員

の
選
挙
に
お
け
る
政
党
そ
の

他
の
政
治
団
体
の
名
称
、
略

称
等
に
つ
い
て
異
動
の
届
出

が
あ
っ
た
件

一
一

二

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員

会

一
七

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
証
票
を
亡
失
し
た
旨
の

書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
旨
を
公
告
す
る
件

五

一

一
八

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を

公
告
す
る
件

一
一

二

一
九

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
の
登
録
を
抹
消
し
た
者

を
公
告
す
る
件

一
一

二

二
〇

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
証
票
を
亡
失
し
た
旨
の

書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
旨
を
公
告
す
る
件

一
一

二

二
一

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を

公
告
す
る
件

一
九

一

二
二

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
証
票
を
亡
失
し
た
旨
の

書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
旨
を
公
告
す
る
件

一
九

一

二
三

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を

公
告
す
る
件

二
三

二

二
四

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
の
登
録
を
抹
消
し
た
者

を
公
告
す
る
件

二
三

二

二
五

政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
登
録
政
治
資
金
監

査
人
証
票
を
亡
失
し
た
旨
の

書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
旨
を
公
告
す
る
件

二
三

二

〇
消

防

庁

九

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の

四
第
一
項
に
規
定
す
る
防
炎

表
示
登
録
表
示
者
の
公
示
に

関
す
る
件

五

一

〇
法

務

省

一
〇
九

公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
件

二

二

一
一
〇

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二

二

一
一
一

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

四

一

一
一
二

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

四

一

一
一
三

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の

基
準
を
定
め
る
省
令
の
留
学

の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の

規
定
に
基
づ
き
日
本
語
教
育

機
関
等
を
定
め
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

五
77

一

一
一
四

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
変
更
の
認
証
を
し
た
件

一
一

二

一
一
五

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
一

二

一
一
六

会
社
法
第
九
百
四
十
八
条
の

規
定
に
基
づ
く
調
査
機
関
の

電
子
公
告
調
査
を
行
う
事
業

所
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出

が
あ
っ
た
件

一
三

五

一
一
七

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

一
六

三

一
一
八

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

五
条
の
規
定
に
よ
る
認
証
を

し
た
件

一
八

一

一
一
九

公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
件

一
九

一

一
二
〇

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
し
た
件

二
〇

四

一
二
一

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
〇

四

一
二
二

一
二
三

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事

務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
七
条
の
規
定
に
よ

る
承
認
を
し
た
件

二
六

三

一
二
四

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

二
六

三

一
二
五

日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る

件

二
六

三

〇
外

務

省

一
二
五

国
会
議
事
堂
等
周
辺
地
域
及

び
外
国
公
館
等
周
辺
地
域
の

静
穏
の
保
持
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
告
示

二

三

一
二
六

条
約
法
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン

条
約
へ
の
締
約
国
の
追
加
に

関
す
る
件

五

二

一
二
七

千
八
百
九
十
六
年
五
月
四
日

に
パ
リ
で
補
足
さ
れ
、
千
九

百
八
年
十
一
月
十
三
日
に
ベ

ル
リ
ン
で
改
正
さ
れ
、
千
九

百
十
四
年
三
月
二
十
日
に
ベ

ル
ヌ
で
補
足
さ
れ
並
び
に
千

九
百
二
十
八
年
六
月
二
日
に

ロ
ー
マ
で
、
千
九
百
四
十
八

年
六
月
二
十
六
日
に
ブ
ラ
ッ

セ
ル
で
、
千
九
百
六
十
七
年

七
月
十
四
日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
で
及
び
千
九
百
七
十
一

年
七
月
二
十
四
日
に
パ
リ
で

改
正
さ
れ
た
千
八
百
八
十
六

年
九
月
九
日
の
文
学
的
及
び

美
術
的
著
作
物
の
保
護
に
関

す
る
ベ
ル
ヌ
条
約
へ
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共

和
国
の
加
入
に
関
す
る
件

六

二

一
二
八

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
お
け
る

薬
物
管
理
支
援
計
画
の
た
め

の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政

府
と
国
際
連
合
と
の
間
の
書

簡
の
交
換
に
関
す
る
件

六

二

一
二
九

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
お
け
る

母
子
保
健
強
化
計
画
の
た
め

の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政

府
と
国
際
連
合
児
童
基
金
と

の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す

る
件

六

二


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